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公
務
員
の
副
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
家
公
務
員
法
第
一
〇
三
条
で
、
国
家
公
務
員
は
営
利
を
目
的
と
す
る
企
業
や
団
体
の
役
員
等
と
の
兼
業
や
自
営
業
が
で
き

な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
法
第
一
〇
四
条
で
は
営
利
企
業
以
外
の
事
業
の
団
体
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
規
定
し
て
、

国
家
公
務
員
の
兼
職
、
副
業
を
禁
止
し
て
い
る
。
地
方
公
務
員
は
、
地
方
公
務
員
法
第
三
十
八
条
で
同
様
に
兼
職
、
副
業
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
不
動
産
等
、
い
く
つ
か
の
例
外
規
定
は
あ
る
が
、
総
務
省
職
員
が
不
動
産
賃
貸
の
自
営
兼
業
を
し
て
い
た
こ

と
の
承
認
申
請
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
戒
告
の
懲
戒
処
分
を
受
け
た
り
、
滋
賀
県
甲
良
町
教
育
次
長
が
約
六
年
間
に
わ
た
り

テ
ニ
ス
コ
ー
チ
を
し
て
約
八
十
五
万
円
の
報
酬
を
得
て
い
た
り
な
ど
と
し
て
、
減
給
十
分
の
一
を
三
か
月
、
税
務
課
主
事
に
降

格
な
ど
の
処
分
を
さ
れ
た
事
例
も
過
去
に
は
存
在
す
る
。

一
方
で
、
国
や
自
治
体
で
公
務
員
の
副
業
を
可
能
に
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

国
レ
ベ
ル
で
の
具
体
的
な
動
き
は
、
刑
務
所
医
官
の
勤
務
要
件
に
つ
い
て
勤
務
時
間
内
で
民
間
病
院
と
の
兼
業
を
認
め
る
と

い
う
形
で
の
要
件
の
緩
和
、
公
務
員
の
消
防
団
と
の
兼
業
に
つ
い
て
の
要
件
の
緩
和
な
ど
が
あ
る
。

地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
動
き
と
し
て
、
特
区
制
度
を
利
用
し
た
兼
業
規
定
の
緩
和
の
ほ
か
、
平
成
二
十
九
年
四
月
に
神
戸

市
が
副
業
に
関
す
る
規
定
を
独
自
に
設
け
た
先
進
的
な
事
例
が
あ
る
。

一



平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
四
日
の
第
二
回
働
き
方
改
革
実
現
会
議
に
お
い
て
、
安
倍
総
理
は
「
副
業
・
兼
業
は
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
起
業
の
手
段
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
」
と
発
言
、
同
時
に
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
も
「
柔
軟
な
働
き
方
に

つ
い
て
は
、
兼
業
・
副
業
に
加
え
、
雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
な
ど
、
新
た
な
働
き
方
が
次
々
に
出
て
き
て
お

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い
芽
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

兼
業
や
副
業
に
対
す
る
動
き
を
加
速
化
さ
せ
る
政
府
の
動
き
に
対
し
て
、
公
務
員
の
兼
業
や
副
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
明
確
に
す
る
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

平
成
二
十
九
年
三
月
に
経
済
産
業
省
が
「
兼
業
・
副
業
を
通
じ
た
創
業
・
新
事
業
創
出
に
関
す
る
調
査
事
業
研
究
会
提

言
」
と
し
て
ま
と
め
た
提
言
で
は
、
「
こ
の
研
究
会
で
は
、
兼
業
・
副
業
を
通
じ
て
創
業
・
新
事
業
を
創
出
す
る
企
業
や
個

人
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
ま
ず
は
公
務
員
が
率
先
し
て
兼
業
・
副
業
を
解
禁
す
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
に
言
及
し
て

い
る
。

政
府
と
し
て
、
公
務
員
の
兼
業
・
副
業
に
対
し
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
将
来
的
な

見
通
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
。

二

三
月
三
日
付
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
に
よ
る
と
、
神
戸
市
は
職
員
が
公
共
性
の
あ
る
組
織
で
副
業
に
就
き
や
す
く
す
る
た

二



め
、
四
月
か
ら
独
自
の
許
可
基
準
を
設
け
る
と
い
う
。
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
業
推
進
を
目
的
に
自

治
体
が
独
自
の
許
可
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
珍
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
神
戸
市
の
取
り
組
み
は
先
進
事
例
と
言
え
る
。
地
方

公
務
員
は
地
方
公
務
員
法
と
各
自
治
体
の
人
事
委
員
会
が
決
め
る
規
則
に
よ
っ
て
、
営
利
企
業
へ
の
従
事
が
制
限
さ
れ
て
い

る
が
、
政
府
と
し
て
、
地
方
公
務
員
の
兼
業
・
副
業
に
対
し
て
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
将

来
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


